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市
民
農
園
で
土
と
ふ
れ
あ
い
、
四

季
の
移
り
変
わ
り
や
豊
か
な
自
然
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
対
象
は
市

民
。

◆
利
用
期
間

４
月
１
日
f
〜
平
成

19
年
１
月
31
日
d

◆
募
集
場
所

大
沢
市
民
農
園
（
大

沢
二
丁
目
、
七
中
東
側
）。
79
区
画

◆
利
用
料

年
間
１
万
５
千
円

▼
２
月
21
日
b
（
必
着
）
ま
で
に
、

往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し
「
〒
181
―

８
５
５
５
三
鷹
市
役
所
生
活
経
済
課

都
市
農
業
係
（
市
民
農
園
担
当
）」へ

申
し
込
む
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
）。※申

込
は
１
世
帯
１
通
（
１
区
画
）

で
、
申
込
者
は
利
用
者
と
同
一
で
あ

る
こ
と
（
転
貸
不
可
）。
中
原
市
民
農

園
、
老
人
レ
ジ
ャ
ー
農
園
と
重
複
し

て
の
応
募
・
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

e

同
係
1
内
線
３
０
６
３

冬
は
、
暖
房
器
具
や
湯
沸
か
し
器

な
ど
の
使
用
が
増
え
る
こ
と
か
ら
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
多
く
消
費
す
る
季
節

で
す
。
冬
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
実
践
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
こ
れ
ま
で

我
慢
、
節
制
と
い
う
負
の
印
象
を
与

え
る
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
が
、
実
は

『
暮
ら
し
改
善
の
妙
薬
』
で
も
あ
り

ま
す
。
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、「
地
球

温
暖
化
の
防
止
」
に
役
立
つ
ば
か
り

で
な
く
、「
家
計
」
に
も
役
立
つ
一

石
二
鳥
の
取
り
組
み
で
す
。

◆
冬
の
省
エ
ネ
６
カ
条

◇
暖
房
設
定
温
度
は
20
℃
以
下
に

◇
暖
房
を
つ
け
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い

◇
暖
房
機
器
の
温
度
は
こ
ま
め
に
調

整

◇
給
湯
温
度
は
な
る
べ
く
低
温
に

◇
温
水
洗
浄
便
座
は
温
度
調
節
す
る

◇
セ
ー
タ
ー
な
ど
で
冬
ら
し
い
装
い
を

◆
旬
の
野
菜
で
省
エ
ネ

旬
の
野
菜
は
、
生
産
に
消
費
す
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
少
な
い
農
産
物
で
す
。

さ
ら
に
、
三
鷹
産
の
地
場
野
菜
な
ら

輸
送
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
も
大

変
少
な
い
も
の
に
な
り
ま
す
。

◆
住
ま
い
の
工
夫
で
省
エ
ネ

「
光
の
２
月
」
と
い
わ
れ
る
よ
う

に
、
２
月
は
太
陽
の
輝
き
が
増
し
て

く
る
季
節
で
、
太
陽
光
の
暖
か
さ
を

実
感
で
き
ま
す
。
南
側
の
部
屋
で
は

窓
か
ら
の
採
光
を
活
用
し
、
日
没
後

に
急
に
冷
え
る
部
屋
は
、
窓
の
障
子
、

カ
ー
テ
ン
で
保
温
を
し
ま
し
ょ
う
。

e

環
境
対
策
課
1
内
線
２
５
２
３

親
子
エ
コ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

参
加
者
募
集

三
鷹
市
・
三
鷹
市
西
部
地
区
住
民

協
議
会
共
催
、
東
京
ガ
ス
1
協
力
。

「
エ
コ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
」
と
は
、

毎
日
の
買
い
物
、
料
理
、
後
片
付
け

の
中
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
無
駄
や
ご

み
を
減
ら
し
環
境
に
気
を
つ
け
な
が

ら
料
理
を
す
る
こ
と
。
当
日
は
三
鷹

産
の
野
菜
や
旬
の
食
材
を
使
っ
て

「
な
ん
で
も
入
れ
て
ド
ラ
イ
カ
レ
ー
」

と
「
イ
タ
リ
ア
ン
卵
ス
ー
プ
」
に
挑

戦
し
ま
す
。

対
象
は
市
内
在
住
・
在
学
の
小
学

４
年
生
以
上
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保

護
者
。

▽
２
月
19
日
g
午
前
10
時
30
分
〜
午

後
１
時
30
分
（
予
定
）、
井
口
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
。

▼
２
月
10
日
e
（
必
着
）
ま
で
に
、

参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
学

年
・
電
話
番
号
を
記
入
し
「
〒
181
―

８
５
５
５
三
鷹
市
役
所
環
境
対
策

課
」・

kankyo@
city.m

itaka.
tokyo.jp

へ
、
は
が
き
ま
た
は
E
メ

ー
ル
で
申
し
込
む
。
定
員
親
子
５
組

10
人
程
度
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
）。

e

同
課
1
２
５
２
３

玉
川
上
水
沿
道

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

玉
川
上
水
沿
道
の
美
化
活
動
で

す
。
散
乱
ご
み
を
分
別
し
な
が
ら
ご

み
袋
に
回
収
し
ま
す
。

▽
２
月
19
日
g
午
前
９
時
30
分
か
ら

（
小
雨
決
行
）。
集
合
場
所
は
①
大
橋

（
武
蔵
野
市
境
）、
②
山
本
有
三
記
念

館
駐
車
場
（
下
連
雀
２
―
12
―
27
）、

③
牟
礼
橋
（
杉
並
区
境
）
の
３
カ
所
。

汚
れ
て
も
よ
い
防
寒
性
の
あ
る
服
装

を
し
、
軍
手
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
緑
と
公
園
課
1
内
線
２
８
３
３
へ

申
し
込
む
。

傍
聴
で
き
ま
す

第
３
回
三
鷹
市
環
境
保
全

審
議
会

▽
２
月
９
日
d
午
後
２
時
30
分
か

ら
、
市
議
会
全
員
協
議
会
室
（
市
役

所
３
階
）
で
。
当
日
は
行
政
報
告
を

行
う
予
定
で
す
。

▼
当
日
午
後
２
時
20
分
ま
で
に
会
場

へ
。

e

環
境
対
策
課
1
内
線
２
５
２
３

シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
の
巣
箱
を
配
布

春
に
な
る
と
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
の

子
育
て
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り
ま
す
。

シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
は
樹
木
の
害
虫
を
捕

ま
え
て
く
れ
る
の
で
、
庭
の
緑
も
守

っ
て
く
れ
ま
す
。
市
で
は
シ
ジ
ュ
ウ

カ
ラ
の
巣
箱
を
250
個
用
意
し
ま
し

た
。
ご
希
望
の
方
に
配
布
し
ま
す
の

で
、
ご
家
庭
で
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
の
子

育
て
を
観
察
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
２
月
14
日
b
（
消
印
有
効
）
ま
で

に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
記
入
し
「
〒
181
―
８
５

５
５
三
鷹
市
役
所
緑
と
公
園
課
」
へ

申
し
込
む
（
一
家
に
１
個
ま
で
、
申

込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）。
引
き
渡

し
は
２
月
23
日
d
の
予
定
。

e

緑
と
公
園
課
1
内
線
２
８
３
３

中
小
企
業
情
報
化
・
国
際
化

推
進
事
業
補
助
金
制
度

新
規
市
場
開
拓
や
経
営
の
効
率
化

に
向
け
た
情
報
化
・
国
際
化
推
進
事

業
に
対
し
て
助
成
す
る
制
度
で
す
。

◆
対
象
事
業
者

市
内
に
主
た
る
事

務
所
を
有
す
る
、
個
人
事
業
者
お
よ

び
法
人

◆
対
象
事
業

平
成
16
年
４
月
１
日

以
降
の
事
業
で
３
月
31
日
ま
で
に
終

了
し
、
実
績
報
告
書
を
提
出
で
き
る

次
の
事
業
。
①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作

成
、
②
Ｏ
Ａ
機
器
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

の
購
入
、
③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
接

続
、
④
海
外
見
本
市
へ
の
出
展
、
⑤

外
国
語
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
⑥

Ｉ
Ｓ
Ｏ
な
ど
国
際
規
格
取
得
の
た
め

の
事
業
、
⑦
そ
の
ほ
か
の
情
報
化
・

国
際
化
推
進
事
業
。
補
助
率
は
い
ず

れ
も
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以

内
（
補
助
限
度
額
あ
り
）。

▼
３
月
31
日
e
ま
で
に
申
請
書
に
必

要
書
類
（
事
業
計
画
書
・
商
業
登
記

簿
謄
本
・
前
年
度
市
民
税
納
税
証
明

書
・
経
歴
書
・
前
年
度
決
算
書
の
写

し
・
見
積
書
・
図
面
な
ど
）
を
添
え

て
生
活
経
済
課
1
内
線
２
５
４
３
へ

申
し
込
む
。
予
算
に
達
し
次
第
申
込

受
付
を
終
了
。

く
わ
し
く
は
同
課
へ
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

中
小
企
業
で
働
く
従
業
員
の
た
め

の
外
部
積
立
型
の
国
の
退
職
金
制
度

で
す
。
国
か
ら
の
掛
金
助
成
が
あ
り
、

掛
金
は
全
額
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

ま
た
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
加
入
も
で

き
ま
す
。

く
わ
し
く
は
独
立
行
政
法
人
勤
労

者
退
職
金
共
済
機
構
　
中
小
企
業
退

職
金
共
済
事
業
本
部
相
談
コ
ー
ナ
ー

1
03
―
３
４
３
６
―
４
３
５
１
・
5

03
―
３
４
３
３
―
４
０
７
８
へ
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人
向
け

の
事
業
支
援
ロ
ー
ン
利
用
に

対
す
る
利
子
補
給
制
度

市
で
は
、
平
成
16
年
度
か
ら
特
定

非
営
利
活
動
法
人
に
対
し
て
運
営
活

動
を
促
進
し
、
振
興
発
展
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
金
融
機
関
（
多

摩
中
央
信
用
金
庫
、
西
武
信
用
金
庫
）

か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
向
け
事
業
支
援
ロ

ー
ン
に
よ
る
融
資
を
受
け
た
場
合
の

利
子
負
担
の
軽
減
を
図
る
、
利
子
補

給
事
業
を
始
め
ま
し
た
。

◆
補
助
基
準

借
入
額
500
万
円
以
内

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
向
け
事
業
支
援
ロ
ー

ン
に
つ
い
て
の
利
子
と
し
、
年
利

0.6
％
の
利
子
補
給
割
合
で
補
助
。

◆
対
象
期
間

据
え
置
き
を
含
め
て

５
年
以
内

▼
３
月
７
日
b
〜
31
日
e
に
、
申
請

書
に
支
払
利
息
証
明
書
（
市
指
定
の

も
の
）、
請
求
書
お
よ
び
口
座
振
替

依
頼
書
を
添
え
て
生
活
経
済
課
1
内

線
２
５
４
２
へ
申
し
込
む
。

※
延
滞
損
害
金
は
対
象
に
は
な
り

ま
せ
ん
。

く
わ
し
く
は
同
課
へ
。

Ｐ
Ｃ
Ｂ
の
適
正
な
管
理
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

Ｐ
Ｃ
Ｂ
（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
）

は
昭
和
48
年
に
制
定
さ
れ
た
法
律
に

よ
り
製
造
・
輸
入
・
使
用
が
原
則
と

し
て
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃

棄
物
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
処
理
施

設
が
完
成
し
て
い
な
い
た
め
、
適
正

な
保
管
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
コ
ン
デ
ン
サ
な
ど
Ｐ
Ｃ

Ｂ
が
密
閉
さ
れ
た
状
態
に
あ
る
製
品

に
つ
い
て
は
、
使
用
が
禁
止
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
現
在
も
使
用
さ
れ
て

い
る
製
品
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

製
品
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
に
よ
る

破
損
事
故
な
ど
の
恐
れ
が
高
ま
っ
て

き
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｃ
Ｂ
の
事
故
や
紛

失
に
よ
る
環
境
汚
染
を
防
止
す
る
た

め
、
器
具
の
安
全
性
の
点
検
と
適
正

な
管
理
・
保
管
を
お
願
い
し
ま
す
。

e

環
境
対
策
課
1
内
線
２
５
２
３

ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
使
用

建
築
物
の
改
修
・
解
体
時
は

届
け
出
を

ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
材
料
を
使
用
す

る
建
築
物
な
ど
を
改
修
・
解
体
す
る

場
合
、
大
気
汚
染
防
止
法
や
東
京
都

環
境
確
保
条
例
に
基
づ
く
粉
じ
ん
の

飛
散
防
止
措
置
と
届
出
を
行
う
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
震
災
時
な
ど
の
緊
急
時
に
は

ア
ス
ベ
ス
ト
暴
露
の
危
険
性
が
非
常

に
高
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
予
防
す

る
た
め
、
平
素
か
ら
ア
ス
ベ
ス
ト
の

除
去
や
含
有
し
な
い
建
材
へ
の
切
り

替
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

e

環
境
対
策
課
1
内
線
２
５
２
３

公
害
防
止
設
備
改
善
資
金
の

利
子
補
給
制
度

各
種
公
害
防
止
の
設
備
改
善
を
行

っ
た
中
小
企
業
に
対
し
て
、
平
成
16

年
の
一
年
間
に
支
払
っ
た
利
子
を
対

象
に
、
借
入
資
金
の
利
子
を
補
給
し

ま
す
。

◆
対
象
事
業

①
公
害
発
生
防
止
の

た
め
に
必
要
な
施
設
・
機
械
・
器

具
・
装
置
ま
た
は
工
作
物
の
購
入
・

設
置
・
改
善
ま
た
は
修
理
、
②
現
在

所
有
し
て
い
る
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ト
ラ
ッ

ク
お
よ
び
バ
ス
か
ら
、
同
等
程
度
の

低
公
害
車
ま
た
は
八
都
県
市
指
定
低

公
害
車
へ
の
買
い
換
え
（
車
両
総
重

量
3.5
u

超
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
も
対

象
）、
③
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ト
ラ
ッ
ク
ま

た
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
バ
ス
へ
の
粒
子
状

物
質
減
少
装
置
の
装
着
。
い
ず
れ
も

市
が
認
定
し
た
場
合
。

◆
対
象
事
業
所

原
則
と
し
て
市
内

の
同
一
場
所
で
引
き
続
き
１
年
以
上

同
一
事
業
を
営
ん
で
い
る
中
小
企

業
。

◆
利
子
補
給
の
内
容

融
資
金
額
２

千
万
円
以
内
に
対
す
る
利
子
の
う
ち

３
分
の
２
（
年
利
２
％
以
内
）

◆
申
込
受
付
期
間

２
月
28
日
b
ま

で
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

◆
受
付
場
所

環
境
対
策
課
（
市
役

所
５
階
）

※
都
で
は
、
中
小
企
業
の
方
が
、

都
指
定
の
低
公
害
車
を
購
入
す
る

際
、
融
資
を
あ
っ
せ
ん
す
る
制
度
を

行
っ
て
い
ま
す
。
く
わ
し
く
は
都
自

動
車
公
害
対
策
部
規
制
課
1
03
―
５

３
８
８
―
３
５
３
５
へ
。

e

同
課
1
内
線
２
５
２
３

「
野
川
自
然
再
生
協
議
会

（
仮
称
）」
の
構
成
員
募
集

都
は
、
野
川
第
一
、
第
二
調
節
池

お
よ
び
そ
の
周
辺
の
野
川
に
、
か
つ

て
の
多
様
な
自
然
環
境
を
再
生
し
、

環
境
学
習
の
場
と
し
て
活
用
す
る
目

的
で
、「
野
川
自
然
再
生
協
議
会

（
仮
称
）」
を
設
置
し
ま
す
。
野
川
の

自
然
再
生
の
取
り
組
み
に
対
し
、
主

体
的
か
つ
継
続
的
な
参
加
を
し
て
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

◆
応
募
資
格

野
川
流
域
に
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
個
人
、
ま
た
は
野
川

流
域
で
活
動
し
て
い
る
市
民
団
体

（
１
団
体
に
つ
き
１
人
の
登
録
）。

▼
２
月
15
日
c
ま
で
に
、
野
川
へ
の

思
い
や
意
見
、
自
然
再
生
に
か
か
わ

る
意
見
な
ど
「
応
募
の
動
機
に
つ
い

て
」
の
作
文
（
800
字
程
度
）
に
氏

名
・
年
齢
・
性
別
・
職
業
・
住
所
・

電
話
番
号
（
在
勤
、
在
学
の
方
は
そ

の
住
所
・
電
話
番
号
）
を
記
入
し

「
〒
183
―
０
０
０
６
府
中
市
緑
町
１

―
27
―
１
北
多
摩
南
部
建
設
事
務
所

工
事
第
二
課
」
へ
郵
送
ま
た
は
直
接

持
参
し
て
申
し
込
む
。
結
果
は
２
月

下
旬
ご
ろ
本
人
に
通
知
。

e

同
事
務
所
1
042
―
３
３
０
―
１

８
４
６三

鷹
産
業
プ
ラ
ザ
の

初
心
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
講
座

会
場
は
い
ず
れ
も
同
プ
ラ
ザ
Ｉ
Ｔ

ル
ー
ム
。

◆
マ
ウ
ス
・
キ
ー
ボ
ー
ド
操
作
に
慣

れ
よ
う

２
月
14
・
21
日
の
い
ず
れ

も
月
曜
日
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０

時
30
分
（
全
２
回
）。
受
講
料
５
千

円
、
テ
キ
ス
ト
代
300
円
。

◆
は
じ
め
よ
う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

Ｅ
メ
ー
ル

２
月
15
・
22
日
、
３
月

１
・
８
日
の
い
ず
れ
も
火
曜
日
午
後

２
時
〜
５
時
（
全
４
回
）。
受
講
料

１
万
２
千
円
、
テ
キ
ス
ト
代
１
千
470

円
。

▼
講
座
名
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
住

所
・
電
話
番
号
・
フ
ァ
ク
ス
番
号
を

記
入
し
1
ま
ち
づ
く
り
三
鷹
1
40
―

９
６
６
９
・
5
40
―
９
７
５
０
へ
申

し
込
む
。
先
着
順
。

大沢市民農園
利用者募集

平成16年の三鷹市犯罪発生件数
●ひったくり……………040件（平成15年：050件）
●車上ねらい……………148件（平成15年：205件）
●空き巣など……………214件（平成15年：244件）
●子どもに関する通報…057件
※空き巣被害は一戸建て、マンションなどにかかわらずほと

んどが１階の窓のこじ破りです。窓には補助錠を！

e三鷹警察署149－0110

国際基督教大学裏門�

国立天文台�

市民農園�

ほ
た
る
の
里�

調
布
飛
行
場�

野
川
野
川�

天
文
台
通
り�

大沢公会堂前�
バス停�

人見
街道
�

東八道路�

大沢ふ大沢ふるさとセンター�

三鷹第七三鷹第七�
中学校中学校�

大沢ふるさとセンター�

三鷹第七�
中学校�

野
川�

NHKエグゼクティブ・アナウンサー

宮田修さんの語る
「震災報道からみる阪神・淡路大震災」
u2月6日a、午後2時～4時、三鷹市公会堂別館3階会議室で。
宮田さんは地震発生直後から、報道の最前線で活躍されまし
た。
s当日、直接会場へ。先着140人。
e防災課1内線2283

2
月
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
で
す

〜
省
エ
ネ
は
、
暮
ら
し
改
善
の
妙
薬
〜

防
災
講
演
会


